（参考１）
1０アール当たり労働時間の算出方法について

労働時間は食事休憩などの時間を除いた麦の生産に直接投下された労働時間であって
自給肥料の生産等に要した労働時間は含めない。
労働時間の内容を例示すれば次のとおりである。

	作業分類
	作業内容

	選種消毒
耕起・整地
基肥
は種
追肥
中耕除草
麦踏み
管理
防　　　　除
刈取り、脱穀
乾　　　　燥
	種子予措（選種、種子消毒､浸種、催芽）
耕起・整地、うね立て
基肥の配合、運搬、施肥（堆肥、土壌改良資材散布を含む）
種まき、覆土
追肥の配合、運搬、施肥
土入れ、土寄せ、除草
ローラー等による作業も含める
けい畔草刈、その他の管理作業一切
農薬散布による防除作業（除草剤の散布は含めない）
麦刈り、運搬、脱穀、麦かんの処理
乾燥、調製











（参考２）
経営費の算出方法について

　経営費は麦の生産に要した経費の合計であり、その費用の内容及び算出方法は次のとお
りである。
　いずれも他作目にも共通されるものにあっては、各作目の作付面積、利用時間、粗収益
割合等に応じて按分し、麦生産に要した分の費用のみを算出する。

	費　　　用
	費用内容の例示等
	算　出　方　法

	種苗費



肥料費



農業薬剤費



光熱動力費



その地の諸材料費


土地改良及び
水利費



賃借料及び料金

	購入及び自給の種子



購入肥料（運賃、手数料、手間賃
などを含む）及び自給肥料


殺虫剤、殺菌剤、除草剤、その他の農業薬剤


重油、軽油、ガソリン、マシン油
電力料金、水道料金等


苗床材料、結束わら等


土地改良区費、水利事業負担金
及び償還金（土地造成関係を除く
）等


賃借料（建物、農具）、作業委託料（航空防除賃、賃耕料、収穫請け負わせ賃等）、乾燥調製料金等
	全播種量×単位当たりの種子の
購入価格（平均）

堆肥等自給肥料の算定は、その
原料となるわら等の価格（近隣における取引価格）によって算定する。

購入価格



購入価格



購入価格


実　　費
原則として作物別の粗収益割合によって麦負担分を算出する。


実　　費




	費　　　用
	費用内容の例示等
	算　出　方　法

	物件税及び公課諸負担









農機具費











建物費












自動車費

	［物件税］
固定資産税（土地を除く）、自動車税、軽自動車税、水利地益税、自動車重量税、自動車取得税、都市計画税（土地を除く）
［公課諸負担］
集落協議会費、農業協同組合費、農業共済組合賦課金（農業共済掛金は計上しない）、自動車損害賠償責任保険

減価償却費及び修繕費
〔大道具〕
原動機、耕うん整地用機具（トラクター、ハロー類、プラウ類等）、施肥・は種用機具、防除用機具、収穫調整用機具（コンバイン、乾燥機類等）

［小道具〕
すき類、くわ類、かま類、肥料おけ等

〔建物〕
納屋、倉庫、作業場、農機具置場等の減価償却費及び修繕費
〔構築物〕
次のような構築物の減価償却費及び修繕費
土地改良設備費［個人施工のもの（数人の共同施工のものを含む）］（用水路、暗渠排水設備、コンクリート畦畔、客土等）
その他の構築部［たい肥盤、肥料溜、作業道等］

自動車類（農用自動車、自動二輪車、貨物自動車等）の減価償却費及び修繕費（車検料、任意車両保険費用も含む）


	作物別の粗収益又は対象作物の使用時間や使用面積割合によって麦負担分を算出する。








（減価償却費）
 農機具の減価償却費は、原則として次のとおり算出する。
［所得税法及び法人税法の規程に基づき計算した金額]×［作物別の使用時間割合による麦の割合］
（修繕費）実費

購入費及び修繕費


（減価償却費）
農機具の算出方法に準じて減価償却費を算定し、原則として作物別の使用割合によって麦負担分を算出する。
［麦の負担割合の例］（麦の生産のための使用面積×麦の使用時間）÷（当該資産の使用面積×使用時間の合計）
（修繕費）実費



（減価償却費）
農機具の算出方法に準じて減価償却費を算定し、原則として作物別の使用時間割合によって麦負担分を算出する。
（修繕費）実費

	費　　　用
	費用内容の例示等
	算　出　方　法

	雇用労働費















支払利子





支払地代








	年雇用、季節雇用、臨時雇用の賃金（現金、現物及び賄い費を含む）














支払利子額





実際に支払った麦作付地の小作料（物納の場合は時価評価額など）、麦に使用された作付地以外の土地（建物敷地、作業場、乾燥場など）の賃借料及び小作料




	麦を生産するために雇用した者に対して実際に支払った賃金のみを計上する。
（家族労賃、法人や集落営農等の構成員（※）に係る労賃は、個別経営体又は組織経営体の所得として考えるため、経営費には含まない。）
※構成員とは、法人の場合は、その法人に出資をしている個人のうち、事業に１日以上従事した者をいう。任意組織の場合は、組織の構成世帯の世帯員のうち、組織の事業に１日以上従事した者をいう。

麦を生産するために、実際に支払った額のみを計上する。原則として作物別の粗収益割合によって麦負担分を算出する。


麦を生産するために、実際に支払った額のみを計上する。原則として作物別の粗収益又は麦の占有面積割合によって麦負担分を算出する。











（参考３）
ブロック１位出品財の品質分析について

ブロック１位となった出品財については、麦種毎に下記により品質分析を行うものとする。
記
１　分析項目　
（１）小　麦　
　①たんぱく　②灰分　③容積重　④フォーリングナンバー
（２）主食等用小粒大麦・はだか麦　
　①容積重　②細麦率　③白度　④硝子率
（３）主食等用大粒大麦　
　①容積重　②細麦率　③白度　④正常粒率
（４）麦茶用小粒・大粒大麦・はだか麦　
①たんぱく　②細麦率

２　分析機関　　　品質評価を行う機関は、「経営所得安定対策における麦の品質評価の方法について」（平成27年９月30日付け27生産第1842号）において登録された法人とする。

３　計測方法　　　品質評価における成分の計測方法は、「経営所得安定対策における麦の品質評価の方法について」において定められた計測方法とする。

４　送　　付　　　ブロック審査終了後すみやかに、都道府県麦作共励会事務局等から送付する。
　　　　　　　　　なお、その際、依頼者において別表の様式に、必要な箇所を記入の上添付する。

５　分析結果　　　品質分析結果については、分析機関からブロック審査委員会事務局あてに送付する。
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